
AIロボットJullie Project 2.0

Jullie Project 2.0の最終実証として、KariCoCoで2つの取り組みを実施した。

１．Kid's Marche（R7.12.20のみ）

 Jullieが子どもと一緒に売り子を実施

 Jullieの不完全な振る舞いによる関わり方の変化を検証

 映像9本をVLM分析し、20場面の認識変化を整理

２．KiKiMiMi

 AI同士の会話が、人を場へ引き寄せるかを観察

 55場面、217行動素片、33カテゴリに分解・分析

実証内容

結果考察

取組成果

• 両実証で、人がJullieを「機械」ではなく場の「相手」として受け入れる行動を
確認。

• 正確さだけでなく、遊び・返答・他者認識を生む振る舞いが、関係性設計の
鍵と示唆。

実装に向けた課題

• JullieProject2.0の知見を次期実証へ継承し、地域実装できる関係性
デザインへ発展。

• 次期実証において、日常利用時の行動変化および、継続的受容を検証。

AIロボットと人の未来の関係性を観察・設計する解決したい
課題

2026年３月

フィールド実証型

1. Kid's Marche
 抽出した20場面すべてで認識変化を確認
 ズレ・弱さ・遊びが距離を縮め、「遊び相手」「助けたい対

象」「他者」へ変化

2. KiKiMiMi
 移動を除く約7割が、立ち止まり・注視・指さし・会話等の関

与行動
 AI同士の会話が「立ち聞きしたくなる」情報伝達として機能
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